












































































は、商品 C が貨幣 M に媒介されて、一つの市場を形成するプロセスを説明している。この場合、商品 C は商品そ
のものでなく、商品所有者（売り手・買い手）を暗示している。だが、貨幣 M とは端的にモノとしての貨幣を表
しているのだろうか。マルクス訓詁学に従うならば、一般的にそう理解されている。しかし、商業経済論を体系化
した森下二次也は、ここに貨幣 M を背後で操る真の主体、商人を見出すのである 3）。
　貨幣 M それ自体は、商品流通が活性化し価値尺度が安定した結果もたらされた凝集物にすぎない。注目すべきは、















　第二に、資本論の「流通」は回転 circulation の意味であり、一般的な意味での流通 distribution とは異なる点である。
ましてや、革新的な商人は回転の中に安住はせず、またルーティン化した流通システムにも寄生しない。したがっ
て、閉じた回転の中で商人が剰余価値を生み出さないのは自明である。革新的な商人は、そのような閉じた回路を














　古代社会では、部族 A と部族 B の交易に関して、クラ交換や沈黙交易と呼ばれる交換形態が代表的である 5）。
例えばクラ交換は、現代のそれと異なり、贈与を基点とした交換様式である。また、このモチーフはカール・ポラ















化的に相容れない部族 A と部族 B の緊張関係は、その両方の文化に精通する部族 C によって調停される。この部
族 C をフィリップ・カーティンは「トレード・ディアスポラ」と呼んだ 8）。トレード・ディアスポラの文化的両義
性が緩衝材となり、部族 A と部族 B はより巧妙な交易を行ってきたのである。
　本論の立場からすれば、トレード・ディアスポラである部族 C は、商人的性格を有しているといって良い。こ
の媒介機能は、民俗学を批判したクラストルですら見過ごしている点である。なぜなら、この媒介者は、歴史の動
態のなかに姿を消し、その痕跡をつかむのが困難だからである。部族 C によって媒介された部族 A と部族 B は、

























描かれたことと無関係ではない。ホメロスの神話を想起せよ 0）。アポロンを翻弄し、牛 50 頭を略奪する一方で竪
琴を贈与するヘルメス。彼が奪ったのは牛ではなく、牛の交換価値である。その代わりに付与されるのが、牛 50 頭＝
























































































縛から解放されている。こうして、商人は様々な商品を誰とでも交換可能となる。商人は M − C − M’ というフ
ローを司ることにより、商品取引世界において特別な地位を得るのである。
−
4）  喜田 (990).







































































9）  石井 (996, 2004)



















　上述の三つのフロ ・ーモデルは、大局的に言って閉じたフローである。商人が形成する M − C − M’は、「circulation












































22）  さらなる詳細は棚橋 (202) を参照。
23）  Batty (2007).



































25）  Sombart (93a, 93b). 
26）  Braudel (976).
27）  Arrighi (200).
28）  Freeman (979).
マーケティング・コミュニケーションとネットワーク・フロー　　−「流通」概念を問い直す− 03
の集合である。s と t は任意のノードで、それぞれ始点と終点を意味する。これに関して、σst は始点から終点まで
の最短経路数を意味する。σst（v）は 始点から終点において v を通る最短経路数である。
棚　橋　　　豪04





































　・ 都市が他の都市を認識できる地理的視野は scope で制御
　・ 1step につき、各都市は他の都市と 1 本のリンクが張れる
　・ 視野内に複数の都市がある場合、中心性が最も高い都市を選択
　・ 媒介中心性 MAX: 赤色でマーク
　・ 次数中心性 MAX: 青色でマーク
　・ 媒介中心性 MAX かつ次数中心性 MAX: 黄色でマーク





































媒介中心性用高速アルゴリズム 29）を改訂することで artisoc に実装可能だと思われる。その可能性については、項
を改めて論じることにしたい。
−
29）  Brandes (200).
マーケティング・コミュニケーションとネットワーク・フロー　　−「流通」概念を問い直す− 09
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